
ホコパスミレ、県内に発見
木 n頂

ホヨパスミ ν( V . lkedaeana W .B.叉はV.mand- Iれも海抜 800m以上の草原の終日日射を受ける部に自
由 urica var. lkedaeana) は池田清次郎氏が墾島山に I : 生している o 更に調査すれば播但国境に広く分布する
て採集した標本を竹内亮氏が独逸のスミ ν学者Becker I ものと信ずる。
氏に送り、 Becker氏が命名したもので、九州各地の| 特徴はグスミ νに似ているが、奨の長さは同じでも
山岳高原の草原に多く、静開通のスミレと混同され| 臆極めて狭く、著しく鈴形を墨し、且つ務厚手であ
ていたものである。「種子植物資案」によれば産地は| る。果実もグスミ νより短小である。クスミ νに均ぺ
窓〈信州山地〉九〈中部高! lO となっている。 I奨の数も少く普通2 - 3枚、花の数も少い。 E討ち期は
筆者は 1954.8.l . 笠形山頂上三角点附近に群企する| スミ ν科の中では挽生の方で、 4 月末から 5 月中旬ま
ホコパスミレを発見した o 3 l r 翻防では初めての記録| でである。
と信ずる。其の翌年更に段が峯・大河内町(1日寺前村) I  生育状況を御覧になりたい方は筆者の庭でいつでも
太田の滝の上流にも発見した。段が峯は非常に豊富で| 御自にかける事が出来るし、現地も詳しく御指示出来
あり、太田の滝のはケナνホコパスミレである。いず| る。同定は槍山庫三先生に頂いた。謝意を表する。

昭和31年本部行事夏期生物生理講習会報告
昭和31年 8 月8 日より 4 日間、兵庫最大生教時教室
で開催されました。講師には、
窓会会主義理学博士森農大教授
動物は 野草農穴助教授
樋物は 郷江最大助教授
英他助手 2  人

、宿舎は篠山中学樹科長室に合宿し、食事は農大食堂
を利用して万事好都合でした。
受講生は窓会会員 52名、 会員外 8名、計60名で

(3) メダカの色素吉田胞防庁る電解貿の作用
(4) 動物梁色体の水処理、おしつぶし法
(5) V ヨ!7 9ヨクパツタの染色体の観察では
採集時期、固定波、分裂前期、中期、終期、後
期、精原細胞の成長期、細糸期、談合期、太糸
期、複糸期、移軍閥、第一精母細胞、第二精母
細胞等
植物
ω原形質流動

個人指導も出来て実験を主とする言語習会としては最適| 材籾 トチカガミ、カナダモ、 νヤジクモ

付、開講式に引継いて、森会長の、最近に於ける生物| 影響
分須に就いてと題する講演がありました。 I (2) 気泡計算による光合成速度の測定
分額学に多年の御経験と専攻されている先生にして
始めて出来る新しい考えであって多大の感銘するとこ
るがありました。午後より A B 2班に分れて、直ちに
突験に取りかかりました。日没近くに至るまで炎還の
4 日間、真剣な講師先生の指導と真面目な受講生の勉
強とで終始愉快に過し、時々は討論するとともありま
した。
動物
ω νヨクジヨクパエの唾腺染色体の観察
ユス Pカの唾腺染色体の観察

(2) ゾク 9 ムνに関する実験
培護法、形態鶴察、生体染色
世路〈走向性〉に関する笑験では
定地位、定化性、定熱性、定電性

材務カナダモ
光源との距離

{ 紛葉緑素の抽出と吸収惜の測定
材事事茶
葉緑素の抽出と分離、葉緑素E受収帯の測定

(4) 種子の呼既による炭酸ガスの測定
材瀦大豆、エ y ドクの種子

重土水 (baryta w a胞のに CO!!を透じると、その
量に* f 1 等する炭酸パ Pユームが沈滋するから呼既によ
って排出された CO!! を重土水に導き、炭酸パ Pユー
ムの沈殿を作らせて、その際失われた B a (OH) !!の
量より COll の量を測定する。
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